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女
性
部
の
組
織
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
11

月
22
日
、
西
１
丁
目
児
童
館
を
会
場
に
今

年
度
２
回
目
の
「
地
域
の
茶
の
間
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
に
楽

し
く
自
由
に
過
ご
せ
る
場
を
提
供
し
よ
う

と
年
３
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
午
前
中
に
健
康
運
動
指
導
士
・
加
藤
光

葉
さ
ん
に
よ
る
「
足
の
健
康
」
な
ど
に
つ

い
て
の
お
話
と
、
五
城
目
警
察
署
大
潟
駐

在
所
の
石
井
宏
悦
所
長
の
お
話
な
ど
を
実

施
。
豚
汁
や
漬
物
な
ど
、
ゆ
ず
り
葉
会
員

手
作
り
の
温
か
い
昼
食
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、
午
後
か
ら
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
横

に
な
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
と
、

ゆ
っ
た
り
自
由
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
に
憩
い
の
場

西
１
丁
目
「
地
域
の
茶
の
間
」

　

青
年
部
は
11
月
22
日
〜
25
日
の
日
程
で

北
海
道
・
中
札
内
村
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ａ
中

札
内
村
青
年
部
と
の
収
穫
感
謝
祭
参
加
や

農
家
視
察
な
ど
を
と
お
し
た
地
域
間
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
、
お
互
い
を
訪
問
し

合
う
こ
と
で
、
生
産
者
と
消
費
者
の
あ
り

方
や
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
13
年
か
ら
続
い

て
い
る
も
の
で
、
10
周
年
を
迎
え
た
昨
年

度
は
合
同
で
記
念
式
典
を
実
施
し
、
事
業

の
一
層
の
発
展
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
11

月
５
日
〜
７
日
に
は
Ｊ
Ａ
中
札
内
村
青
年

部
が
大
潟
村
を
訪
れ
、
農
産
物
の
販
売
や

大
潟
村
農
家
の
視
察
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
も
大
規
模
農
家
ど
う
し
、
さ
ら

な
る
理
解
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

米
粉
関
連
施
設
を
見
学

若
妻
部
教
養
講
座

　

若
妻
部
は
11
月
７
日
、
教
養
講
座
を
開

き
、
部
員
約
40
名
が
村
の
生
涯
学
習
バ
ス

「
か
け
は
し
」
に
乗
っ
て
村
内
の
米
粉
関

連
事
業
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
㈱
大
潟
村
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
公
社
製
粉
工
場
・

㈱
餃
子
計
画
・
㈱
あ
き
た
こ
ま
ち
生
産
者

協
会
製
麺
工
場
の
三
ヵ
所
。
村
を
挙
げ
て

の
取
り
組
み
「
米
粉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

11
月
４
日
の
式
典
を
も
っ
て
完
成
し
た
こ

と
で
米
粉
製
品
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で

の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
各
施

設
の
担
当
者
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
時

に
は
試
食
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
製
品
の

特
色
等
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
質
問
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

冬
を
前
に
今
年
度
最
後
の
収
集

毎
年
恒
例
の
地
域
間
交
流

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

青
年
部
が
中
札
内
村
訪
問

　

大
潟
村
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
協
議
会
（
事
務
局
＝
資
材
課
）

で
は
、
11
月
７
〜
９
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
、
今
年
度
２
回
目
の
収
集
を
行
い
ま
し

た
。

　

収
集
は
、
環
境
負
荷
の
軽
減
と
再
利
用

可
能
な
資
源
へ
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め

６
月
と
11
月
の
年
２
回
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
収
集
に
あ
た
り
利
用
者
各
自
へ
専
用

収
集
袋
の
購
入
と
分
別
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
集
ま
っ
た
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
原
料
や
熱
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
で
は
環
境
保
護
へ
の
意
識
の
高
ま
り

な
ど
か
ら
、
収
集
量
は
近
年
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

製品の特色などについて聞く（あきたこまち生産者協会）

搬入量は減少傾向

足の健康について説明する加藤さん

この訪問の詳細は来月号広報に同行職員による報告を掲載いたします
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営
農
支
援
課
は
11
月
24
日
、
水
稲
ば
か

苗
病
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
実
施
。
多
く

の
農
家
が
参
加
し
、
生
態
と
対
策
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
今
年
の
水
稲
ば
か
苗
病

の
多
発
を
受
け
て
行
っ
た
も
の
で
、
講
師

は
秋
田
県
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
藤

井
直
哉
氏
。
営
農
支
援
課
で
は
講
習
会
に

先
立
っ
て
、
発
生
状
況
な
ど
を
組
合
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し
て
お
り
、
講
習

は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
講
師
に
よ
る
説
明
後
は
質
疑
の

時
間
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
、
種
子
圃

場
を
守
り
種
子
を
確
保
す
る
た
め
熱
心
に

質
問
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

生
態
と
対
策
を
学
ぶ

水
稲
ば
か
苗
病
講
習
会

　

あ
ぐ
り
プ
ラ
ザ
は
11
月
24
・
25
日
、
周

年
祭
と
し
て
日
頃
の
ご
愛
顧
へ
の
感
謝
を

込
め
た
特
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
売
に
加
え
「
米
粉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
る
「
株
式
会
社
餃
子
計
画
大

潟
工
場
」
の
竣
工
を
記
念
し
た
餃
子
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
実
施
。
期
間
中
は
事
前
に
全
戸

配
布
し
た
引
換
券
を
手
に
大
勢
の
方
が
売

り
場
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終

日
に
行
っ
た
生
マ
グ
ロ
の
解
体
実
演
販
売

は
今
回
も
大
好
評
で
、
催
事
コ
ー
ナ
ー
は

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
12
月
の
開
店
か
ら
14
年
。
今

後
も
、
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
利
用
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寒
さ
の
中
で
も
熱
気
い
っ
ぱ
い

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

女
性
部
と
若
妻
部
で
は
11
月
24
日
、
村

民
体
育
館
を
会
場
に
「
第
38
回
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
行
い
、
各
住
区
の

代
表
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
健
康
づ
く
り
と
親
睦

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
婦
人
会
・

Ｊ
Ａ
女
性
部
・
若
妻
会
・
Ｊ
Ａ
若
妻
部

が
共
催
し
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

種
目
に
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
と

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
が
あ
り
、
幅

広
い
年
代
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
の
が
特
長
で
す
。
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
る
冬
場
、

参
加
者
は
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と

準
備
体
操
を
行
っ
た
あ
と
、
思
い
思
い
に

競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
東
３

の
１
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部
）
と
東
２
の

５
（
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
部
）
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
14
周
年

あ
ぐ
り
プ
ラ
ザ
周
年
祭

伸び伸びと楽しむ皆さん

得点し喜ぶシーンもいっぱいでした ナイスプレイの瞬間！

会場いっぱいの参加者に向け説明する藤井氏

角崎店長自ら包丁を握りマグロを解体

JＡだより3
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★各委員会からの報告

●米粉プロジェクト完成式（11月４日）
　サンルーラル大潟で行われた大潟村米粉プロジェク
ト事業完成式に参加しました。米粉はアレルゲン（アレ
ルギーの原因）がない食材であり、小麦の代替に利用さ
れることで食料自給率アップにも繋がります。大潟村
産の米「瑞穂の舞」を皮に使用した餃子も完成し、試
食した人達からは、とても美味しいと評判も上々で、
村内で食べられる場所が何ヵ所かあるといいとの声が
あがりました。大潟村を活性化させるプロジェクトと
して広がって欲しいと思います。 （栄田雅世記）
●大潟村環境基本条例策定委員会（11月14日）
　総合村づくり計画により、環境基本条例を制定する
ことになりました。今回が初回です。来年２月上旬ま
でに今回を含め５回開催予定です。その後条例案を村
長に提言し、３月議会定例会に提案されます。委員長
は県立大准教授佐藤加寿子氏、副委員長は環境サーク
ルたんぽぽ大畑和子氏です。委員は16名。　　　　　
　話し合いの中で、佐藤加寿子氏から「５年前大潟村
に来たとき、潟の湯で石けんを使っていることとＪＡ
店舗に置いてある石けんの品揃えの多さに驚きまし
た。」とのお話しがありました。婦人会が長年取り組ん
できたことを認めて頂いて、大変うれしい会議でした。

（三村敏子記）

●Ａコープ東由利など視察（11月15日）
　Ａコープ東由利ぷれっそ店・道の駅東由利に行きま
した。印象に残った事が三つあり○各冷蔵庫に適正温
度の範囲を明記して、チェック表があり「温度・鮮度・
日付」を9時・14時・16時の三回チェックしていまし
た。○商品説明をした手書きのポップが数多くあり、
特に凝ったり奇抜な物ではありませんでしたが、目に
止まりました。○温泉の脱衣籠を置いている各棚に鍵
付きの引き出しがあったのが便利で面白いと思いまし
た。 （小沢美智子記）
●第38回婦人バレーボール大会（11月24日）
　女性部・若妻部合同のバレーボール大会が、ソフト
バレーボール８チーム・ビーチバレーボール６チーム
の参加で行われました。ケガをする人もなく、無事終
了することができました。皆さんお疲れ様でした。
 （遠藤えり子記）

各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします。女性部「活動
だよ
り」

第329号

試合中の様子

　高齢者の家庭に伺い、生活援助や身体介護、洗濯や
掃除などの家事サービスを提供する専門スタッフで、
ホームヘルパー１級・２級、介護福祉士のいずれかの
免許を取得。ＪＡでは1991年度から養成を進め、2010
年には、累計11万8193人のＪＡホームヘルパーが全国
で活躍しています。

★ 今回の気になるキーワード

【ＪＡホームヘルパー】

JA通信

100歳を目標に、運動、食事、介護・医療を３本柱として、
地域ぐるみで高齢者の健康づくりを進めるプロジェクト。
「健康寿命」とは、介護を必要とせずに自立して暮らせる期
間のこと。

①健康管理活動
　高齢者がいつまでも元気に健康でいられるように、スポー
ツ、レクリエーション、健康診断、健康教育などをＪＡが主催。
ウォーキング教室や料理教室を行うＪＡもあり、高齢者が
生きがいを持って過ごせる多彩なプログラムが人気です。

②ＪＡ助けあい組織
　地域の高齢者（利用会員）、ＪＡホームヘルパー※（協力
会員）と資金面での協力者（賛助会員）からなるボランティ
ア組織。高齢者のお宅訪問や食事サービス、レクリエーショ
ン活動など、介護保険の対象外となる日常生活のお手伝い
をしています。

③健康寿命100歳プロジェクト
　ＷＨＯ（世界保健機関）が2000年に提唱した、「健康寿命」

　いまや社会問題にもなっている高齢者ケア。大切な家族だから、信頼
できるケアをと思うのは、当然です。ＪＡでは、高齢者福祉活動を幅広
く展開しています。地域に根ざし、地域に精通しているＪＡだからでき
る、手厚いケアがあります。

「ＪＡグループが取り組む
高齢者福祉活動」



理事会報告
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　いつも見ている朝の情報番組に“物

事のボーダーラインを考える”といっ

た内容のコーナーがあります。「お姉

さんとオバサン」「友達と知り合い」など、テーマが実

に身近なため、くだらないと思いながらも引きつけられ

てしまいます。件の「オバサン」の回など、「難しい言

葉を使えばオバサン」だの「生足でなければオバサン」

だの言うテレビの中の若者に向かい、無意識に毒づいて

いました…。ともかく、ボーダーラインはあらゆるもの

（意識レベルも含め）に存在することを教えてくれたコー

ナーです。

　さて、年の瀬も間近。まずは冷蔵庫や戸棚の中の「食

べられるもの」と「食べられないもの」のボーダーライ

ンを見極めなければと思います。気持ち良く新年を迎え

るために…。 （mi）

編集後記

報告事項
・業務報告（10月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・ＪＡ共済コンプライアンス点検結果および改善方針
の概要について
・購買品棚卸事務手続の一部改正について

議　案
第61号　監事監査回答について
第62号　印章管理規程の一部改正について
第63号　農協法第54条の３の規定に基づく平成23年

度上半期の業務及び財産の状況に関する報告
第64号　固定資産の取得について
第65号　年末手当の支給について
第66号　理事と組合との契約について
第67号　貸付金について

11月25日開催

貯　金 … 225億3,979万円
貸出金 … 118億6,912万円
出資金 … 8億9,100万円

ＪＡ大潟村の概況　23年11月末現在
正組合員数 …… 1,174名
准組合員数 …… 28名

日本農業新聞購読ご案内

資材の予約注文を受け付け中です

◎予約注文受付期間
　　平成23年12月30日（金）まで
◎昨年と違う点　
　　品目に「苗箱まかせ」を追加しました

　資材課より「平成24年度分 肥料・農薬・生産資材注文書」
が組合員の皆様のお手もとに届いていることと存じます。
依然として農業を取り巻く状況の厳しい中、少しでも安く
肥料や資材をお求めいただくため、ご検討のうえ、受付期
間内（下記）のご提出をお願いいたします。

※予約注文書２ページ目の供給決済日表で、資材の供給期間に誤りがありま
した。「３月～６月」とありますが正しくは「６月～９月」です。お手数
ですが訂正してくださいますようお願い申し上げます。

※購読を申し込まれる方は、口座振替のお手続きが必要と
なりますので、口座にご使用の印鑑をお持ちの上、総務
課（45－2211）までお越し下さい。

お問い合わせは資材課（45－2934）まで。

❶婦人バレー大会で念入りな準備体操を行う参加者。寒く
ても会場内は熱気でいっぱいでした（記事３面に掲載）。
❷青年部恒例の中札内村訪問。現地での収穫感謝祭参加
で大潟村をＰＲ（記事２面に掲載）。
❸若妻部教養講座では米粉関連施設を見学。㈱餃子計画
大潟工場で説明を受ける参加者（記事２面に掲載）。

今月の表紙（写真上から）

　昭和27年生まれの方（還暦）、昭和46年４月２日～
昭和47年４月１日生まれの男性（厄年）、昭和55年４
月２日～昭和56年４月１日生まれの女性（厄年）を対
象に次のとおり合同祈願祭を行います。出席ご希望の
方は下記までご連絡お願いいたします。

～お申し込み・お問い合わせ～
遠藤　 暁　TEL 45-2929　　谷口 真紀　TEL 45-2823
大澤 祐一　TEL 45-2798

日時：平成24年２月１日（水）11：00～
場所：サンルーラル大潟

平成24年大潟村合同祈願祭のお知らせ

〈訂正とお詫び〉11月号の５面「種苗交換会受賞者名」に誤りがありました。
ここに訂正しお詫び申し上げます。（誤）藤森巌さん→（正）藤盛巌さん
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JAだより おおがた

　春に菊と似た黄色い花が咲くので「春菊」。
キク科の植物で、葉も菊と似ています。関西で
は「菊菜」と呼ばれています。関東のシュンギ
クは株が真っすぐ立って茎がかたいのに比べ、
菊菜は株が横に張り、茎がほとんどありません。 
　シュンギクはカロテンやビタミンＥ、葉酸、
カルシウム、鉄、食物繊維が豊富に含まれた緑
黄色野菜。特に、カロテンの含有量はホウレン
ソウ以上。カロテンは体内でビタミンＡに変
わって皮膚や粘膜を健康に保ち、風邪などのウ
イルスの侵入を防ぐ働きがあります。そのため、
寒くなって風邪をひきやすくなるこの時期に、
たっぷり食べたい野菜です。鍋物やすき焼きに
使うことが多いですが、油やタンパク質と共に
取ると、カロテンの吸収率が高まるので、ごま
油やオリーブ油を使って調理したり、肉類と一
緒に食べるとよいでしょう。やわらかい葉は生
で、サラダやあえ物にすると、独特の香りが楽
しめます。他にも炒め物、おひたし、煮物の青
みに、といろいろな料理に使えます。

■材料（２人分）
シュンギク3/4袋（150g）・エリンギ大１本（50g）・ニンニク小１片・
ベーコン２枚・油大さじ1/2・塩少々・こしょう少々 
■作り方（1人分136kcal）
⑴　シュンギクは３～４cm長さのざく切りにします。太い茎は斜め
薄切りにします。
⑵　エリンギは３～４cm長さの薄切りに、ニンニクはみじん切りに
します。ベーコンは１cm幅に切ります。
⑶　フライパンに油とニンニク
を入れ、弱火にかけます。香
りが出たらベーコンを入れ、
中火で少し焼き色が付くまで
炒めます。
⑷　エリンギを加えて１～２分
炒め、最後にシュンギクを加
えてさっと炒めます。塩、こ
しょうで味を調えます。

●風邪予防、骨粗しょう症にも効果的な緑黄色野菜
シュンギク 食の

はなし
食の
はなし

Recipe シュンギクと
ベーコンの炒め物

撮影：松島 均

～ＪＡバンクあきた ウィンターキャンペーン～
　ＪＡバンクあきたではただ今、「ウィンターキャンペーン」を下記の要領で実施中です。

特典をいろいろご用意しておりますので、ぜひこの機会にご利用くださいますようご案内申し上げます。

☆期間：平成23年12月１日（木）～平成24年１月31日（火）

☆対象：定期貯金（１年もの）新規ご契約10万円以上の個人の方

☆特典：キャンペーン金利年0.35%（税引き後年0.28％）

　　　　　　　　　　　　＋「ちょきんぎょグッズ」プレゼント

※景品は数に限りがありますのでお早めにご来店ください。
※キャンペーン金利適用期間は初回満期日までです。以降は自動継続時
の店頭表示利率を適用いたします。中途解約の場合は、当ＪＡ所定の
中途解約利率を適用いたします。

お問い合わせは金融課（45ｰ3018または2211）まで。

ご来店いただい
た方に先着順で
「辰の貯金箱」
プレゼント!!

今年のちょきん
ぎょグッズは「針
なしホッチキス」
ほかいろいろ！


